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AC アダプター/チヤージャー 


AC-VQ900AM 取扱説明書 


A 縫化 I 電気製品はま全のためのま意事項を守らないと、 

以貢 で I 火災や人身事故になることがありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐた故の重要な注意事項と製品の取り扱いかたを 
おしています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いくださ 
い。お読みになったあとは、いつでを見られるところに必ず保管してください。 
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A 警告安をのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まちびった使いかたを 
すると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお 
守りください。 

•を全のためのま意事項を守る 
•定期のに点検ずる 

1年に1度は、電源プラグ部に異常びないか、故障したまま使用していないか、また、電源プラグ部とコン 
セントの間にほこ0びたまっていないか、などを点検してください。 

•故障した5使わない 

動作びおかしくなったり、本機び破損しているのに気づいたら、すぐにソニーの相談窓口にご相談くださ 
い。 

♦万一、異常び起さた5 

本機はコンセントの近くでお使いください。本磯をご使用中、不具合び生じたときは、ずぐに電源プラグ 
をコンセントから巧き、電源を遮断してください。 


〇電源プラグをコンセントか S 巧く 
〇 ソニーの相談窓口にご相談ください 


変な音やにおい、 
煙が出た場合は 


警告表示の意が 


取扱説明書および製品では、次のよラな表示をしています。表示の内容をよく理解してか5本文をお読 


み < ださい。 


A 警告 


この表示の注意事項を守5ないと、火が-感電などにより死 t や大けびなど人身事故の原因とな 
0ます。 


么注意 


この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけげをしたり周辺の家財に損害を 
与えたりすることがあります。 


注意を促ず記号 


火災 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 0 0 

禁止 分お禁止風呂•シャワー室 

での使用禁止 


行為を指示ずる記号 

處〇 

プラグをコン 指示 

セントから抜く 


A 警告 I 会鲁 


下記のま意氧貞をす! 5 なぃと、乂災*感電にょり 
死 t ゃ大けびの原因となりまず。 


パンマーなどでたたいたり、踏みつけたり、落下させるなどの 
衝撃や力を与えない 


0 

禁止 


分解や改造をしない 

乂災や感電の原因となることびあ0まず。 

内部の点検や修理はソニーの相談窓□にご相談ください。 


分解禁止 


指定 lii がのバッテリー（電池)、 AC アダプター/チャージャーを使わない 

火災やけびの原因となることびあ0ます。 


0 

禁止 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因とな0ます。万一、水や異物び入ったとさは、電源プラ 
グをコンセントか5抜いて、ソニーの相談窓□にご相談ください。 


0 

禁止 


水-ミ毎水-牛乳-清涼飲料水-石驗水などの液体で AC アダプター/チャー 
ジャーやバッテリーをめ5さなし1 

感電の原因となりまず。 


0 

禁止 


電源プラグ部は根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全ですと、発火、感電の原因となり、やけどやけびをする恐れびあります。 

水のある場所に置かない 

AC アダプター/チャージャーやバッテリーに水び入ったり、城れたり、風呂場で使ったりす 
ると、火災や感電の原因となります。 

電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となることびありまず。 

• 電源コードは加工したり、傷つけたりしなし、。 

• 重いちのをのせた0引っ張った0しない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• 電源コードを抜<とさは、必ずプラグを持って抜<。 

万一、コードび傷んだ5、使用を中止し、ソニーの相談窓口へご相談ください。 


〇 

指?1^ 

(§) 

風呂•シャヮー室 
での使用禁止 

0 

禁止 


A : 王 下記の注意事頂を守 5 なし、と、 けび をしたり周辺の家財に損害を 
/•\ ■/±'音、ちえたりずることがありまず。 


7た商のかかる場所など湿気のをい場所やほこり、油煙、湯気のをい場所では 
使わない 

上記のよラな場所で使5と、火がや感電の原因となることびありまず。 


0 

禁止 


めれた手でバッテリー、 AC アダプター/チャージャーをさわ5ない 

感電の原因となることびあ0ます。 

使用しないときは、電源コードをはずず 

使用しないときは電源コードはコンセントか5抜き、バッテ U —をはずして保管してくださ 
し、。火災の原因となることびあります。 


0 

禁止 


€ 

プラグをコン 
セントから巧く 


を定した場所に置< 

ぐ5ついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品び落ちてけびの原因となることびあります。 


〇 

指。 


コード類は正しく配置ずる 

電源コードや接続コードは足に引っかけたりして引っぱると製品の落下や転倒などによ0けびの 
原因となることびあるため、充分ま意して接続-配置して<ださし、。 


〇 

指示 


通電中の AC アダプター/チャージャー、充電中のバッテリーや製品に長時間 
ふれない 

本機やバッテリーの温度が上びることびあります。長時間皮膚びふれたままになっている 
と、低温やけどの原因となることびあ0ます。 

AC アダプター/チャージャーを布団などでおおった状態で使わない 

熱びこもってケースび変形したり、火災の原因となることびあります。 


0 

禁止 

0 

禁止 


巧用上のごミ主意 

本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 


巧電について 

• 必ずソニー製純正ノ ':ッテ U —をお使いください。 

• 専巧バッテ U —政外の充電には使わないでください。 
• バッテリーはしっかり取り付けてください。 


充電するときの温度 

• バッテ U —の性能を充分に発揮させるためには、10で〜30ででの充電をおすすめします。また、周囲の湿度 
び低くなるほど充電しにくくなります。 

• 本機は急速充電対応ですび、上記の推奨温度範囲外で充電すると、バッテ U —保護のために充電時間が長くな 
ることがあります。一度充電時間が長くなると、周囲の温度び推奨湿度範囲になってち急速充電には房りませ 
ん。バッテ U —を取り付けなおして、再び充電しなおしてください。 


置いてはいけない場所 

使用中、保管中にかかわらず、次のよラな場所に置かないでください。故障の原因になります。 

. 異常に高温になる場所 

ダッシュボードの上など直射日光の当たる場所や、熱器具の近くには置かないでください。炎天下传夏場の 
窓を閉め切った自動車内は特に高温になります。放置すると変形したり、故障したりすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のあるところや放射線のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場所 

海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかからないようにしてください。故障の原因にな 
0ます。 

使巧について 

• AC アダプター/チわージャーを壁との隙間などの狭い場所に設置して使巧しないでください。 

• 充電するときは、バッテリーを AC アダプター/チャージ巾一にしっかり取り付けてください。 

• バッテ U —を斜めに取り付けると端子部分を損傷することびあります。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場所で使わないでください。 

デジタルー眼レフカメラなどび正しく記録-再生でさないことびあります。 

• バッテ U —保護のため、充電び完了しました6、本機からバッテ U —を取りはずしてください。 

• 衝撃をちえたり、落としたりしないでくださし、。 

• TV や AM ラジオやチューナーの近くで使わないでください。 

TV やラジオ、チューナーに雑音び入ることびあります。 

• 本機はコンセントの近くでお使いください。本機をご使用中、不具合び生じたときは、すぐに電源プラグをコ 
ンセントか b 损を、電源を遮断してください。 

• 本機や接続コードの接点部に他の金属類び軸れないよラにしてください。ショートすることびあります。 

• 本機を海が旅行を用の電子式変圧器〔トラベルコンバーター）に接続しないでください。発熱や故障の原因とな 
ります。 

• 充電中および充電直後のバッテ U —または AC アダプター/チャージャーは、あたたかくなる場合びあります。 

• 使用後は必ず電源コードをコンセントか b 抜いておいてください。抜くとさは電源プラグを持って抜いてくだ 
さい。 

• 接続コードに付いているフェライトコアを取りはずさないでください。 

不要な電波の放出を防ぐため取り付けられていますので、フェライトコアは取り付けたままお使いください。 

お手入れについて 

• 巧れびついたときは、柔5かい巧やティッシュペーパーなどで、されいになき取ってください。 

• 巧れびひどいとさは、水でラすめた中性洗剤に柔らかい巧をひたし、固くしぼってから汚れを拭さ取り、乾い 
た巧で仕上げてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでくださし、変質したり、塗装をいためたりすることびありま 
す。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、その注意書さに従ってください。 

• 殺虫剤のよラな揮発性のものをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間接触させると、蜜質したり、塗装をい 
ためた0することびあります。 


海かへお持ちになる方へ 

本機は、 AC 100 V -240 V 、 日0/60 Hz の範囲でお使いいただけますので、世界中のほとんどのホテルおよ 
びご家庭の商巧電源で使用できます。ただし、電源コンセントの形状は各国、各地さまざまですので、お 
出かけ前には旅行代理店などでお確かめください。 


故障かな？と思った S 

もラ1度点検してみましよラ。それでも正萬に動作しないときは、ソニーの相談窓□にご相談ください。 

デジタルー眼レフカメラなどび動作しない 

• 電源プラグびコンセントからはずれている。 

-► コンセントに差し込む。 

• 接続コードを正しく接続していない。 

-•►正しくつなぐ。 

• モード切替スイッチび r 充電」になっている。 

「ビデオ/カゾラ」にする。 

バッテリーの巧電び行われない 

• モード切替スイッチび「ビデオ/カメラ」になっている。 

一「充電」にする。 

バッテリーの残量び充分あるのに電源びずぐ切れる、または残量表示時間とずれび生じる 

• ちラー度満充電する。 

残量が正しく表示されます。 

•デジタルー眼レフカメラの場合、使用可能時間は撮影方法により大きく異なることびあります。詳しくは、「使 
用可能時間表示について」をお読みください。 

表示切替えび行われない 

—「使用可能時間表示について」をお読みください。 

急速充電、スーパークイック （ SQ ) チャージを行えない 

"インフォ U チウム"バッテ U - 政がのバッテ U - は、急速充電およびスーパークィック （ SQ ) チャージできませ 

• 10む〜30での推奨充電湿度範囲外で充電すると、下記のよラな表示び出る場含があります。この場含、充電は 
行われますび、バッテ U —保護のため急速充電およびスーパークイック （ SQ ) チャージは行われません。 
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充電ランプび点滅し、表示窓に"巧電異常"と表示される 

下記の手順に従って確認してください。 



主な仕様 

AC アダプター/チヤージヤー (AC-VQ900AM) 

定格入力 AC 100 V -240 V 50/60 HZ 33 W 

定格出力 DC 7.6 V 3.0 A ( CAMERA ) 

DC 8.4 V 2.9 A ( BATT ) 

動作温度 ぴ C 〜40で 

保存温度 一20で〜+60で 

がお寸法 約 123 X 48 X 135 mm 川畐/高さ/契行を) 


質量 約 490 g 

同旧巧 

AC アダプター/チヤージヤー ( AC - VQ 900 AM 本体） .（1) 

電源コード .（1) 

印刷物一式 


仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 
( X 、 InfoLITHIUM (インフォリチウム）はソニー株式芸社の商標です。 


保証書とアフターヴービス 

保証書 

•この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙、お夏け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調テが悪いとをはまずチェックを 

この取扱説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの相談窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて交換させていただきます。詳しくは保証書をご覧ください。 

言己録内容の補償はできません 

万一、本機の不具合により記録や再生びされなかった場合、画像や音声などの記録内容の補償については、ご容 
赦ください。 


変換プラグアダプターびなくてち使える主な国/地域 
•日本 •プエルトリコ •パナマ 

•アメリカ •ベネズエラ •リベリアなど 

-カナダ -ホンジュラス 

-ジャマイカ -メキシコ 

そのほかの国/地域については、旅行代理店でお確かめ<ださい。 



変換プラグアダプター（同捆していません。） 


本機をミ毎州旅行用の電子式変圧器 （ トラベルコンパ’一夕一)に接続し 
ないでください。発熱や故障の原因となります。 


よくあるお問い合わせ、解ミ夫方法などは、 
ホームページをご活巧<ださい。 


http://www.sony.co.jp/support 



FAX (共通）0120 -333-389 

ソニー 株式会社〒] 08-007 己東京都港区港南1 -7-1 


http :// www . sony . co . jp / 


この説明書は、古紙70%む上の再生紙と、 
V0C (揮発性有機化合物)ゼ□植物油型ィ 
ンキを使用しています。 





















































































表示切曾ボタンを巧ずごとに表示び切り曽わりまず。 


ここではス□ットのに最视こバッテ U — を取り付 
け、巧にス□ット回にバッテリーを取り付けた場 
合を例に示しまず。ス□ット表示ランプはス□ッ 
ス _卜の番号に対応しています。_ 

□ ①抬めに取り付けにバッテ1」一の使用可能時間を 
表示します。* 

田度)始めに取り付けたバッテ IJ 一の実用充電び終了 
と _するまでの時間です。_ 

回@始めに取り付けたバッテ1」一の満充電び終了す 

® るまでの時間です。 

罩 ④あとか6取り付けにノ（ッテリーの使用可能時間 

に を表示します。* 

軍 ⑥あとから取り付けにノ（ッテ U —の実用充電び終 

付 _ J すなまでの時間です。_ 

I ?⑥あとか6取り付けた/(ッテ U —の満充電び終了 

J _するまでの時間です。_ 

合度)④⑥⑥は満充電終了後は表示されません。 


各部のなまえ 



表示窓の表示 


InfoLITHIUM (インフオリチウム）表示 


巧電異常表示 


巧電残り時間表示- 
時間表示部- 


• 使用可能時間表示 


ビデオ/カメラ表示 


lnfoLITHIUM \ 

ビデオ/力分ラ I 

充電異常 


使巧可能時間 

IF U LL - 

実用満充電 
終了まで 

M 

□ 

M I 

U 時間 I 

Du 分 

nWM 


• 満巧電表示 


バッテリーマーク 


バッテリーを巧電する 

ご使巧の機器（デジタルー眼レフカメラなど）の取扱説明書もあわせてご覧ください。 



モード切替スイッチを「巧電」にずる。 


2 電源コードを本機につなぐ。 


Q コンセントにつなぐ。 

「ピーッ」といラ音びして、表示窓に表示びでます。 


4 バッテリーを取り付ける。 

「パ’ッテ U - の取り付けかたと、取りはずしかた」を参照して取り付けてください。充電び始まると、 
表示窓のバッテリーマークび順番に点滅し、充電ランプび点なします。 

急速充電中は、急速モードランプび点灯します。 

充電モードランプは、実用充電び終了すると消灯しますび、満充電終了まで充電を継続します。 


AC - VQ 900 AM は次のように使えまず 

付属の電源コードをご家庭のコンセントにつなざ、 AC アダプターまたは、巧電器として使えまず。 

• ソニー製機器（デジタルー眼レフカメラなど）を動作させる。 

• ソニー製リチャージャブルバッテリーパック ( M シリーズ)の充電器として使う。 

バッテ U - パックび、"インフォ U チウム"バッテ U - の場合は、 L 处下の機能び働きます。 

一急速充電びで走ます。 

(通常充電（力方ラ本体同個の充電器など）より早く充電することびでさます。） 

-充電終了時間および使用可能時間など、おおよその時間表示びできます。 

— SQ マークのある"インフォリチウム"バッテ U —との組みをわせでは、通常充電や急速充電より早く 
充電でさます。 

"インフォリチウム"、スーパークイック （ SQ ) チヤージについては 、 「InfoLITHIUM (インフォ U チ 
ウム）バッテ U —およびスーパークイック （ SQ ) チヤージについて」をお読みください。 


本機は、 U チウムイオンタイプのバッテ U —用です。ニカドタイプ、ニッケル水素タイプのバッ 
テ U —の充電には使えません。 

本体機器（デジタルー眼レフカメラなど）によっては使えないちのもあります。お使いになる前 
に、お手持ちの機器をお確かめください。 


AC アダプタ ーとして 巧5 

ご使用の機器（デジタルー眼レフカメラなど）の取扱説明書もあわせてご覧ください。 



モード切替スイッチを「ビデオ/カメラ」にずる。 


2 電源コードを本機につなぐ。 


3コンセントにつなぐ。 


4 接続コードをデジタルー眼レフカメラへつなぐ。 

接続コードの取り付け方向については、デジタルー眼レフカメラなどの取扱説明書をご覧ください。 



ご注意 

•デジタルー眼レフカ^ラなどを使用中に、モード切督スイッチを「充電」にすると、デジタルー眼レフカ 
火ラなどへの電源の供給は中断されます。 

• 「ビデオ/力方ラ」のモードでは、本機にバッテ U —を取り付けても充電することはできません。 

• デジタルー眼レフカラなどの映儘び乱れるときは、本機をお使いの機器か5離してくださし、。 

•接続コードは、対応していない機器わあります。お使いの機器をお確かめください。 

• イラストは、デジタルー眼レフカラ DSLR - A 100 の接続例でず。 


R 巧電終了後、バッテリーを取りはずず。 

充電の終了には、実用充電と満充電びあります。 


実用充電 

充電されるとバッテ U —マークびち図の表示になります。 

急速モードランプは実用充電び終了すると消丹します。 

か A 


満充電 

実用充電終了獲、さ b にバッテ U —マークに 「 FULL 」 が表 

おされるまで充電を続けると、若干長く使えるよラになりま 

す。 

FULL 

勺 



「パ'ッテ U —の取り付けかたと、取りはずしかた」を参照して、取りはずしてください。 

2個のバッテリーを同時に取り付ける 

本機は同時に2個のバッテ U —を取り付けることびできます。どち5か1個でも充電できます。同時に取0付 
けた場を、ス□ット田に取り付けたバッテリーか5充電されます。 

また、同時に取り付けない場含は、ス□ット田、回に関わ5ず、先に取り付けたバッテリーか5充電されま 
す。 

ごま意 

2個のバッテ U —を取0付けることびでさますび、同時に充電することはでさません。 

バッテリーの取り付けかたと、取りはずしかた 

〇本機の上にバッテリーを置く。 

0 矢印の方向にバッテリーをスライドさせる。 

端モシャッターび完全に隠れるまでスライドしてください。 

取りはずずとき 

バッテ U —を取0付けたとさと反対の方向にスラ 
ィ赢縣而子シャツタ-側 ィドさせ、真上に持ち上腕 D 




ごミ主意 

•バツテ U —をつかんで、本機を持ち上げないでください。 

• 端モシヤツターには衝擊をちえないでください。バツテ U — を取り付けるときなどは、ぶつけないよ 
ラ、特にごミ主意ください。 

•バッテ U —を取0付けるとさや、取0はずすとさに指をはさまないようごを意ください。 

主なバッテリーの充電時間 

急速充電 



NP - FM 500 H 

実用充電時間 

約70分 

満充電時間 

約130分 


NP - FM 日 00 H は、スーパークイック （ SQ ) チャージ対応では 
ありません。 


• 本機を使用し、使いをったバッテ U —を2日て:の室温で充電したときの時間です。 

• 周囲の温度やバッテ U —の状態によっては、上記の時間と異なる場含びあります。 

急いで使いたいとを 

バッテリーは、充電び完了ずる前でち必要なときに取0はずして使えます。ただし、充電時間によってお 
使いになれる時間び異な0ます。 

ご注意 

•充電中にモード切誓スイッチを「ビデオ/カメラ」にすると、充電は中断されます。 

•充電ランプび点巧しなかったり点滅したときは、バッテ U —びしっか0取り付け5れているか確認して 
ください。しっかり取0付け5れていないと、充電されないことがあ0ます。 

• "インフォリチウム"バッテ U - 政がのバッテリーは、急速充電で走ません。 

充電中に何か異常びあると、充電ランプび点減し、表示窓に"充電異常"と表示されます。 

詳し<は「故障かな？と思った5」をお読みください。 


巧電のが巧を確認する 


本機は、「表示窓」に充電中の実用充電終了時間までの目安の時間と、満充電終了までの目安の時間を表示 
します。表示内容は、「表示切誓ボタン」を巧すことで、切り誓えることびできます。 

充電中に表示切替ボタンを巧ず。 

パッテリーを取り付けたあと、1分ほど経つと、表示切誓ボタンを巧すごとに、表示巧容を切り誓えること 
びできます。ス□ット表示ランプの点灯は、表示しているバッテリー情報のス□ットの番号を示していま 
す。2個同時にバッテリーを取り付けた場合、充電び巧われていないバッテリーの時間表示は約10秒御こ 
充電中のバッテ U —の時間表示に自動的にをど0ます。 


① 


⑤ 


⑤ 



④ 


InfoUTHIUM 


使用可能時間 
MM 
UU 分 


⑥; •} 

InfoLITHIUM 


実用充電 

I I ' . 


終了まで 

IM 分4 i 


⑥: J 

InfoLITHIUM 


満巧電 

I I I I □- J 


終了まで 

I 時間 II I 分 U , i 


UA 乂レの1でけ dHJ 日 E 口づ I 日 J 1 ホ、てイしてイし t リノ、ン I し 

ついて充電する前にお使いだった本体機器（ビデオ 
カメラなど）に取り付けた場をの使用時間の目安で 
す。デジタルー眼レフカメラの場を、使用可能時間 
は撮影ち法により大をく異なります。バッテ U — に 
充電されている量の目まとしてお考えください。 

詳しくは 、 「InfoUTHIUM (インフォリチウム） 
バッテ U —とスーパークイックに Q ) チャージに 
ついて」をお読み<ださし、。 


ご注意 

•新しいバッテリーなど、本体機器に取り付けたことびないバッテ U - の場含、使巧巧能時間は、「- 

-」と表示されます。デジタルー眼レフカ^ラなどに装着し、20秒ほど使用した後、再度充電してくださ 
い。 

• 表示時間は25での室温で充電したときの目安です。使用環境によって実際の時間と異なる場含びありま 
す。また、バッテリーの状態によっては、時間び表示されない場合びあ0ますび、故障ではありません。 
•表示切誓ボタンを巧してから時間表示するまでしば5く時間びかかることびあります。 

• 充電していない側のバッテ U —は、時間表示までに時間のかかる場含びあります。 

• 満充電済みのバッテ U —を取り付けると「満充電終了まで1時間」の表示び出ることびありますび、故障で 
はありません。 

• 下の場合は時間の表示にずれび生じることびありますび、故障ではありません。 

一実巧充電終了か5満充電終了までの間に、本機か5バッテ U —を取りはずした場含。 

(実用充電終了か5満充電終了までは約1時間です。） 

一長時間使用していないバッテ U — を充電する場含。（一度、満充電まで充電してください。） 


InfoLITHIUM (インフォリチウム） 
八ッテ ij 一とスー/ —クイック ( SQ ) 
チャージについて 

本機は、"インフォリチウム"パ’ッテリー （ M シリーズ）に対応していまず。"インフォリチウム"バッテ 
リー対応機器（まにビデオカメラ）との組み合わせでお使いの場合、本機の使用可能時間表示機能が有効に 
なりまず。さ5に、 SQ マークのあるバッテリーでは、通常巧電や急速巧電より早く巧電（スーパークイッ 
ク （ SQ ) チャージ)でさまず。 

InfoLITHIUM (インフォリチウム）バッテリーとは 

"インフォリチウム"バッテ U —に対応した機器との間で、バッテ U —の使用状況に関するデータ通信をす 
る機能を持った新しいタイプの U チウムイオンバッテ U —です。本機は"インフォリチウム"バッテリー 
( M シ U - ズ）対応です。"インフォ U チウム"バッテ U —にはの' n '。 …□ゴび付いています。 

スーパークイックに Q ) チャージとは 

SQ および SQ マークのある"インフォリチウム"バッテリーとその対応機器との組み合わせにより実現 
する、急速充電機能および電源システムの総称です。従来の急速充電(または通常充電)と比べ、充電時間の 
大幅な短縮を実現します。 

充電モードランプは充電時のモードによ0、しソ下のよラに点灯します。 


■スーパークイック （ SQ ) チヤージ中 
- " SQ モード"ランプび点な 


〇 

SQ 

モード 


■急速充電中 


"急速モード"ランプび点灯 


充電モードランプは実用充電び終了すると消灯します。 


使用可能時間表示について 

• 本機は充電器として使用中、充電中のバッテリーをお手持ちのビデオカメラなどで使用した場合の使用可 
能時間の目安を表示します。"インフォリチウム"バッテリー （ M シリーズ）と、その対応機器(主にビデオ 
カメラ)の組み合わせでお使いの場含に有効です。お手持ちのバッテ U —に、の'。'…™⑩□ゴびついている 
かご確認ください。また、お手持ちのビデオカメラなどの取扱説明書で"インフォリチウム"対応機器かど 
ラかご確認ください。 

• デジタルー眼レフカメラの場含は、充電する前にお使いだったデジタルー眼レフカ方ラの消費電力と同等 
の消費電力のビデオカメラに取り付けた場をの、使巧巧能時間の目安を表示します。新品のバッテリーで 
使用可能時間を表示するには、お使いのデジタルー眼レフカ^ラなどにバッテ U — を取り付け、2日秒程度 
使用してください。その棲本機に取0付け、充電を開始すると使巧巧能時間び表示されます。 

• 充電を開始してか5約1分後に、表示窓に使巧巧能時間び表示されます。 

•複数の"インフォ U チウム"対応のビデオカメラなどをお使いの場合は、最懐にバッテリーを取り付けて 
いた機器での使用時間を表示します。 

• 使用可能時間は、ビデオカ^ラのビューファインダーを使って撮影した場合の時間の目安です。液晶画面 
を使ラと、使用可能時間は短くなります。 

• ご使巧のビデオカメラ機種によっては、「使用可能時間」び表示されないことびあります。 

• 己分未満は表示されません。 

• UTF のときは表示時間び「-」になることびありますび、故障ではありません。 

-使巧巧能時間び5分!^:!下のとさ 

一表示時間と実隙の充電時間にずれび生じたとき（そのまま満充電完了まで充電を続けてください。） 

一"インフォ U チウム"バッテリーではないとき（使用可能時間表示などの機能はありません。） 

—本体機器に取り付けたことびないバッテ U — のとき（お使いのデジタルー眼レフカ方ラなどにバッテ 
リーを取り付けて20秒ほどご使用楼、再度充電してください。） 


ス□ット田のみに取り付けた場合 









































































































































